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年度においては小学 1 〜 4 年，平成27年度から
は 1 〜 6 年である。大原小学校内の講堂を利用





したように，平成26年度の大原小学校 1 〜 6 年
生の児童数47名のうち「まなび」登録者は37名
で，「ダンス教室」に参加した児童の数は， 1




































き出すために，打楽器奏者 1 〜 3 名に演奏を依
頼し，生演奏の太鼓でリズムダンス註 3 ）を行う
ことにした。ただし，年間に 4 〜 5 回デジタル
プレーヤー註 4 ）用いたことがある。
内容は大きく分けて， 5 分の休憩を含む60分




































1 年 2 年 3 年 4 年 5 年 6 年
全児童数 女・男 女・男 女・男 女・男 女・男 女・男
平成26年度 47 20 27 3 ・ 2 3 ・ 6 5 ・ 2 3 ・ 5  2 ・ 5 4 ・ 7
まなび登録者数 37 17 20 3 ・ 3 3 ・ 6 5 ・ 3 1 ・ 4 2 ・ 1 3 ・ 3
ダンス参加者数 15 9 6 3 ・ 1 3 ・ 4 3 ・ 0 0 ・ 1 ─ ─
平成27年度 43 21 22 4 ・ 2 3 ・ 2 4 ・ 6  5 ・ 2 3 ・ 5 2 ・ 5
まなび登録者数 31 16 15 4 ・ 2 3 ・ 2 4 ・ 6  5 ・ 0 1 ・ 4  0 ・ 1
ダンス参加者数 15 12 3 4 ・ 0 2 ・ 0 4 ・ 2 2 ・ 0 0 ・ 1 0 ・ 0
─ 25 ─
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表 2　プログラム内容と構成





















① 平成26年 5 月 大原野祭vol.2 大原の人気カフェの定期イベント
② 6 月 大原子育て支援施設お披露目会 京都市職員及び他校の教員に報告する会
③ 10月 左京朝カフェ 左京区役所地域力推進室主催の定期イベント
④ 11月 大原野祭vol.4 大原の人気カフェの定期イベント
⑤ 12月 私の好きな木／小室等コンサート 京都市理科研究会他多数主催のコンサート




（女子 7 名，男子 2 名）
児童　 3 名
（女子 0 名，男子 3 名）
児童　 2 名
（女子 0 名，男子 2 名）
1 ）年齢と学年 1 ）年齢と学年 1 ）年齢と学年
2 ）ダンスのどんなところが好き
か
2 ）「ダンス教室」の感想 2 ）ダンスは好きか，楽しいか
3 ）踊っている時はどんな気持ち
か










































7 歳（小 1 ）から10歳（小 5 ）の女児 7 名，
男児 2 名の計 9 名の児童とその保護者 8 名であ
る。継続期間は 2 ヶ月から 1 年半である。
①　児童について
「ダンスのどんなところが好きか」に対し，
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3 ．2 ．途中不参加群Ｂ
1 回参加した後に不参加になった 8 歳（小
2 ）の男児 1 名と11歳（小 4 ）の男児 2 名，計

























































1 年半の間に参加不参加を繰り返す 9 歳（小
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好きな女子」に好まれる内容構成であったと言
える。
4 ．2 ．「まなび」の「ダンス教室」の望ましい
あり方とは？
「まなび」登録者のほぼ半数が「ダンス教
室」継続し，自由で伸び伸びとしたダンスを毎
回楽しんでいる点において，発案者と講師の目
的である「伸び伸びとした子どもの育成」は達
成されてきたと言えるであろう。しかし一方で，
「放課後子ども総合プラン」の設立目的から，
約半数の不参加児童の参加を促す必要があると
考える。解決策として，不参加児童のニーズを
探り，それに対応したプログラムを提供するこ
とが挙げられる。たとえば，学期毎に内容を示
し，参加したい内容の日に児童が気楽に参加で
きるようにする。具体的には，自由に思いっき
り踊る「フリーダンスの日」以外に，「ヒップ
ホップダンスの日」，地域に伝わる「伝統踊り，
盆踊りを踊る日」，運動会前には「京炎そでふ
れ註 5 ）練習の日」，男子児童向けの「戦いのダン
スの日」などである。ダンス講師が教えられな
い内容については，随時，保護者や地域の方々
のボランティアを事前に募り，ゲスト講師とし
て指導を依頼することも視野に入れる。
今回の調査結果により，「ダンス教室」は特
定の児童においてはその目的を十分に達成して
きたと言える。しかし今後，より多くの児童の
「ダンス教室」への参加を促すためには，ニー
ズに合わせた多様なプログラムを提供すること
が一策と思われる。さらなるフィールドワーク
と調査研究を重ね，「まなび」における「ダン
ス教室」の望ましいあり方を検討する必要が見
出せた。
註
註 1 ）平成26年度より「放課後子ども総合プラ
ン」に名称変更された。
註 2 ）さいたま市立大砂土小学校，川越市中央小
学校，鴻巣市立吹上小学校，小諸市立坂の上
小学校，大阪狭山市立東小学校など。
註 3 ）リズムダンスの文部科学省による定義は，
「リズムに乗って，弾む・スキップ・ねじる・
回るなどの動きを組み合わせて踊る。また動
きにアクセントを付けたりリズムの変化も付
けたりする。中略。友達と自由に関わりあっ
て踊ることも大切」である。
註 4 ）デジタルプレーヤーとは，携帯が可能なデ
ジタル音楽ファイルの再生可能オーディオプ
レーヤーを指す。
註 5 ）平成17年から始まった京都の祭踊りの呼称
で，高知のよさこいのような踊りのジャンル
を指す。平成20年以来，大原小学校の運動会
で全校生徒によって毎年踊られている。
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